
ふじみみ  
経営理念 

練馬区社会福祉事業団は、人権尊重を理念とし、地域で最も信頼され、喜ばれるサービスの

提供を、効率的でバランスのとれた経営を持って行い、区民福祉の向上を図ります。  

発 行 富士見台デイサービスセンター 

9月 14日（月）～9 月 16日（水）までの 3日間、富士見台デイサービスセンター恒例の

敬老祭を開催いたしました。コロナ禍であるため、今年の敬老祭は特別な開催となりました。   

私ども若輩者を、日頃よりご指導いただき、また、励ましの言葉をかけてくださる皆様に対

して、心ばかりのお礼といたしまして毎年“敬老の日”の前後に敬老祭を開催しております。 

昼食にお祝い膳を召し上がっていただき、午後の式典では、賀寿の方々への表彰状授与や記

念品贈呈（記念写真、お花）をしました。例年であれば、式典の後に敬老をお祝いするご披露

となりますが今年度は中止し、感染症予防を図りながら懐かしい歌を楽しむ活動としました。 

 

賀寿のお祝い 
 

所長挨拶とカンパーイ 

 

敬老お祝い膳 

日本は長寿国といわれています。女性の平均寿命は 87.45歳、男性は 81.41歳です。約

30年前の 1989年の女性の平均寿命が 81.77歳、男性が 75.91歳でした。平均寿命が 5

年半以上延びていることになります。 

練馬区に目を向けてみますと、65歳以上は全体の 21.73％で、4人に 1人の割合です。日

本全国の 28.4％に比べて低い割合になっています。 

2020年 1月 1日時点で、88歳の方が 3183人、99歳の方が 206人、100歳の方が

130人です。そして、100歳以上となる方が 335人で、104 歳以上の方が 46人になしま

す。 

医療福祉の発展もありますが、皆様の健康に対する意識の向上の高さが長寿国といわれるゆ

えんだと思います。 

現在、日本各地で新型コロナウイルス感染症の流行、また、豪雨や地震による災害の発生な

ど、あらたな激動の時代に突入しております。 

ぜひ、皆様の経験と知恵をこれまで以上にお貸しいただき、このあらたな激動の時代を、乗

り越えられればと思っています。 



富士見台デイサービスセンターでは、毎月の活動の様子や機能訓練の情報をホームページの

ブログでもお知らせをしています。 

富士見台デイサービスセンター  
 

9 月は防災月間です 

９月１日は防災の日です。大正１２年９月１日関東大震災が発生しました。その大参事を忘れ

ないため、また、この時期は台風の被害が多い時期であることから防災の日と定めました。 

富士見台デイでは、定期的に防災訓練を実施し、いざという時に備えております。8月 28日

（金）に、震度 5強の地震を想定し、けが人の有無や

建物異常の確認訓練を行いました。また、停電が発生

したことを想定し、非常用ライト等備品の確認も行い

ました。一日に約 45 名前後のお客様がデイサービス

を利用されています。お客様が安心安全な利用を継続

できるように引き続き努めてまいります。 

災害時、まずは、自分の身は自分で守ることが一番

重要です。そのためには、事前の備えが必要です。緊

急避難グッズや非常食を準備したり、家族で安否確認

の方法や集合場所など話し合っておくことも重要だと

思います。避難場所はどこなのか、どうやって避難す

るのか確認するとともに、どのタイミングで避難行動を開始するのか確認することも大切です。

また、大規模な災害時は電話回線がつながりにくくなるため、連絡がとれない場合があります。

その時は、携帯電話やスマートフォンで安否確認ができる「災害用伝言板」サービスなど利用し

ましょう。毎月１日と１５日に体験サービスがあります。 

 

 

検索  

富士見台デイでは、定期的に防災訓練

を行い、いざという時に備えています。 

 

富士見台デイ 

 

 

お客様〇〇名 職員〇〇名 計 〇〇名 

安否確認と所在確認中の様子です。 

 

第 1 回運営推進会議（中止） 
令和 2年 9月 26日（土）第 1回運営推進会議を開催する予定でしたが、新型コロナウイル

ス感染拡大防止のため中止することになりました。 

運営推進会議とは、厚生労働省令の改正に伴い年間２回以上開催す 

ることになっている“地域との会議”です。会議の構成員はデイサー 

ビスを利用するお客様、ご家族、地域住民、知見を有する者、地域包 

括支援センター職員、練馬区職員等となっています。 

第 1回運営推進会議を中止することになり、富士見台デイにおける 

新型コロナウイルス感染拡大防止の取り組み、令和 2年度上半期の活 

動状況、防災対策、防犯対策、高齢者虐待防止への取り組みなどの資 

料を作成し、書面で構成員へ報告しました。 

新型コロナウイルス感染症が終息し、開催が可能になりましたら地 

域に開かれた施設運営を継続するため、速やかに運営推進会議を開催 

し情報を発信していきます。 

 

運営推進会議資料（全資料

はホームページに掲載中） 


